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会議次第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 会議事項 

⑴ 白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス実証運行業務に係

る公募型プロポーザルの実施結果について 

⑵ 白岡市生活交通ネットワーク計画【地域内フィーダー系統確保

維持事業】（案）について 

⑶ 白岡市地域公共交通確保維持改善協議会歳入歳出予算の補正に

ついて 

⑷ 白岡市の新たな公共交通サービスに関するアンケートの集計結果につ

いて 

⑸ その他 

４ 閉会 

配布資料 

会議次第 

・白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス実証運行業務に係る公

募型プロポーザルの選定結果について（報告） 

・白岡市生活交通ネットワーク計画【地域内フィーダー系統確保維持

事業】（案） 

・平成２５年度白岡市地域公共交通確保維持改善協議会歳入歳出補正

予算（第 1号）（案）について 

・白岡市の新たな公共交通サービスに関するアンケート報告書 

・白岡市の新たな公共交通サービスに関する聞き取り調査報告書 

・３ 会議事項（５）その他 デマンド交通事業の名称について 



 

議   事   の   経   過 

発 言 者 議  題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

事務局 

 

 

小島市長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

秋葉会長 

 

 

各委員 

 

秋葉会長 

 

Ｂ委員 

 

 

Ｃ委員 

 

 

秋葉会長 

 

 

全委員 

 

１ 開会 

平岩総合政策部部長の進行により会議が開会した。 

 

２ 挨拶 

小島市長から挨拶が行われた。 

 

３ 会議事項 

⑴ 白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス実証運行業務に係

る公募型プロポーザルの実施結果について 

事務局から資料に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

当協議会委員である昭和タクシー（有）Ａ委員の利害関係に関

わる事項だが、引き続き会議に参加してよいか。 

 

異議なし 

 

事務局の説明について、ご質問等あればお願いしたい。 

 

採用予定のシステムは、運行台数や運行区域について、どの程

度の処理能力があるのか。 

 

今回は、２台の運行なので処理能力的に問題はない。運行区域

についても問題ない。 

 

昭和タクシー（有）の企画提案を可・採用とし、委託候補者と

して選定するということでよいか。 

 

異議なし 

 



秋葉会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

Ｂ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

事務局 

 

秋葉会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

⑴白岡市オンデマンド型地域公共交通サービス実証運行業務

に係る公募型プロポーザルの実施結果について昭和タクシー有限

会社の企画提案を可・採用し、委託候補として選定することにす

る。 

 

⑵ 白岡市生活交通ネットワーク計画【地域内フィーダー系統確保

維持事業】（案）について 

事務局から資料に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

６ページの「人口集中地区以外」と「交通不便地域」とは何か。 

 

「人口集中地区」は国勢調査で決められている地区で、白岡駅

周辺と新白岡駅周辺の２地区である。 

「交通不便地域」は半径１キロメートル以内に駅及びバス停が

存在しない地域である。ＪＲ宇都宮線東側の市域の中央部辺りで

ある。 

 

「交通不便地域」の各地域の合計をすると小数点以下の関係だ

と思うが数字が合わない。総数から１キロメートル圏内人口を引

くと数字は合っている。 

 

確認して修正したい。 

 

それでは、白岡市生活交通ネットワーク計画【地域内フィダー

系統確保維持事業】については基本的に案のとおりとする。 

 

⑶ 白岡市地域公共交通確保維持改善協議会歳入歳出予算の補正に

ついて 

事務局から資料に基づき説明が行われた。 

 

質疑なく、原案のとおり承認された。 

 



 

 

事務局 

 

 

Ｅ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

⑷ 白岡市の新たな公共交通サービスに関するアンケートの集計結

果について 

事務局から資料に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

９ページを見るとデマンド交通の認知度が低いので、デマンド

については分かりやすく周知をしていただきたい。 

 

平成２６年度は実証運行を開始するため、２,４００万円の予

算を計上する予定である。 

実証運行業務に係る経費が多くを占めているが、周知活動に関

する経費も計上している。 

予算決定後の３月下旬に各行政区の区長に説明することを皮

切りにして、地域の様々な催しや会合に出向いて仕組みについて

説明したい。 

その他の周知活動としては、公共施設、医療機関、スーパーマー

ケットへののぼり旗等の掲示、横断歩道橋への横断幕の掲出、会

合での啓発物資の配布などを予定している。 

また、市民の方にデマンド交通の車両の愛称を募集したいと考

えている。 

 

これから年度末にかけて各市民団体の総会が開かれる。 

区長を通して説明してほしい。想定される利用者は６５歳以上

の方なので、白老連の総会や民生委員を通して「ふれあい・いき

いきサロン」などの組織に周知してほしい。 

 

⑸ その他 

ア デマンド交通事業の名称について 

資料に基づいて説明が行われた。 

 

質疑なく、意見があれば、事務局に連絡することとなった。 

 

イ その他 



Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

佐々木副会長 

来年度、実証運行を行うことになるが、タクシーや既存バス

とデマンド交通と共存共栄を図っていただきたい。 

デマンド交通を進めることで既存公共交通がなくなること

が市民にとって一番の問題となる。 

昨年に交通政策基本法が制定された。行政、事業者、市民が

地域の足を守るという基本理念が確立されたので、それを踏ま

えて進めてほしい。 

 

来年度から実証運行されるデマンド交通は既存のバス路線を

維持するために計画があるということが前提である。既存のバス

を維持しながら、デマンド交通の利用者を増やす方法を考えてほ

しい。 

地域交通活性化及び再生に関する法律の一部改正案が、平成２

６年２月１２日に閣議決定された。市町村が地域公共交通網形成

計画を策定することになる。街づくりと一体として地域公共交通

を盛り上げていただきたい。 

 

市全体としての公共交通をどのように再編していくかを念頭

に検討してきた。既存の民間路線バス事業、タクシー事業を維持

発展しながら、行政としての役割を担わなければならないという

ことで新たな公共交通サービスを検討している。 

白岡市の交通が活性化して市民の方が便利だと感じていただ

くように交通事業者と一緒に今後も検討していきたい。 

 

関東運輸局では地域公共交通マイスター制度を創設した。 

市でもこの制度を利用し、講習会に参加するなどして公共交通

に取り組んでいただきたい。 

 

 閉会 

佐々木副会長から挨拶が行われた。 

 

 


